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○タイトル（保育計画） 

お部屋の中でアクティビティ 

 

○主な助成備品 

大型遊具運動補助マット「タイニートット」８パーツ、卓上ピアノ 

 

１．保育計画策定の目的 

都市型保育施設でありマンションの 1 階に立地する当園施設には、屋内・戸外遊技場が

ありません。また、近隣の公園にはジャングルジムやすべり台などの大型固定遊具が設置

されておりますが、当園にてお預かりする 0 歳から 2 歳のお子さまには安全に遊ぶことが

難しい環境にあります。そのような状況でも、運動機能が目覚ましく発達するこの時期の

お子さまに、安全にハイハイや伝い歩き、段差のある地面の歩行、ジャンプなどの運動  

機能の発達を援助できる運動補助遊具があると、天候に左右されず、運動遊びの幅を広げ

ることができるのではと考え、姉妹園でも高評の大型遊具「タイニートット」を購入いた

しました。 

また、日々のお歌の時間やリトミック遊びに、保育士によるピアノ伴奏の音色で保育室全

体にあたたかい雰囲気を醸し出したいと感じ、卓上ピアノを購入いたしました。 

 

２．具体的な実施内容 

 大型遊具は、天候や月齢、体調面を考慮して戸外散歩ができない時や、活動に静・動の

メリハリをつける環境設定の時にスペースや活動目的に合わせ大型遊具の８種のパーツを

お子さまに合わせて選定、組み合わせて提供いたしました。0歳・1歳・2歳それぞれのク

ラスに合わせた粗大運動による運動機能の促進と、心身の発散を導くことを目的として有

効活用することができました。また、波型や傾斜、段差の形状など起伏に富んだ面を利用

して、ミニカー遊び、電車遊びに用いたり、おままごとやごっこ遊びのテーブルやレスト

ランに見立てて遊びを展開させ、お子さま自身が遊び方を変化させて、多様に活用するこ

とができました。 



 卓上ピアノはクラス毎の活動時間に合わせ、容易にクラス間を移動して歌の時間に活用

し、ピアノの音色から醸し出されるやわらかい雰囲気のなかで、正しい旋律によるお子さ 

まの可愛らしい歌声を導きだすことができました。  

  

３．その成果と評価 

大型遊具を用いて、0歳クラスでは、寝返りからずり這いをはじめるお子さまには、自分

の顔が映るミラー付きの台形マットを少し先に置くことで興味や好奇心を引き出しながら、

更に前進する意欲を引き出すことができ、ハイハイをはじめたお子さまは、波型や傾斜の

マットを組み合わせた地面の形状の変化を体験し、つかまり立ちや伝い歩きをはじめたお

子さまにはパーテーションに立てかけて安全面での衝突防止を兼ねながら左右の歩行を導

くなど、お一人おひとりの成長に合わせた設定や組み合わせを多様に提供し、複合的な運

動機能の促進を援助することができました。1歳クラス、2歳クラスでは全てのパーツをつ

なげてサーキットコースを組み、上り坂、下り坂、階段の昇降、トンネルの潜り抜けなど

様々なバリエーションの起伏に対し、安全に挑戦することができました。 

ご家庭では提供することが難しい大型遊具で、いきいきとした表情をみせ全身で体を動か

すことを楽しむお子さまの姿を参観された保護者様からも、保育園ならではの環境設定と

ご高評いただきました。 

 お子さまの着席位置や状況に合わせて卓上ピアノを臨機応変に移動・設置し、季節の 

うたやリトミックあそびの旋律の躍動感とリズムの変調をお子さまに体感していただき、

毎月の誕生会や季節の行事では、保育士の伴奏によるお子さまの合唱で、園内の一体感や

会の雰囲気を引き立てることができました。 

                      

 

 

 

 



４．今後の課題と展望 

 今後の課題と展望と致しましては、お子さまの健康的な心と体をつくる為の働きかけに

おいて、更なる充実を図りたいと考えます。お子さまの身体の発達、好奇心、探求心、思

考力がより豊かになるよう、お子さま自らが興味を持って遊ぶことができる為の保育の 

スキルを更に高めていきたいと思います。お子さまお一人おひとりが置かれている状況を 

把握し、ありのままの姿を理解と見通しを持って受け入れながら、環境設定を行う、導入

への工夫をする、より広がりのある遊びへの発展ができるようにするなど、細やかな配慮

を行い、スキルの高い働きかけを行ってまいります。そうした中で、お子さま自身が主体

的に楽しんで活動に参加し、身体機能を高めたり、五感を通して豊かな感性と創造性を培

ってまいります。お子さまの成長をお子さまと共に感じ、自信へと繋げてまいります。ま

た、保護者様ともお子さまのご成長を喜び合い、共に成長を見守らせていただくことに感

謝していきたいと思います。 

以上 

          


